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＜研究概要＞ 

 

本研究では大規模崩壊地である富士山「大沢崩れ」（大沢川）において、山腹

からの土砂の生産量や貯留量、凍土の形成が土石流の発生条件および規模へ与え

る影響を検討した。その結果、凍土の形成や不安定土砂の貯留量により土石流の

発生条件が変化すること、流下しうる最大の土砂流出量が不安定土砂の貯留量等

により与えられることを示した。気温観測などに基づいた土石流発生域における

凍土形成時期の推定や航空測量による土砂貯留量の把握が土石流の監視体制の高

度化や計画的な除石につながることを示した。 

 

＜事後評価コメント＞ 

 

 本研究は、富士山大沢崩れの長期記録を整理するとともに、新たな観測結果を

加えて分析することで、土石流材料の貯留量把握、土石流規模予測式が提案され

ており、流出・堆積土砂の合理的な除石計画の立案に繋がることが期待できるも

のである。 

 今後は大沢崩れ域内の土砂生産と流出に関して、土砂移動の動態に関する映像

等による定量評価をするとともに、国際学術誌等でも積極的に発信することが望

まれる。 

 

 

※評価基準 

Ａ：研究目的は達成され、十分な研究成果があった 

Ｂ：研究目的は概ね達成され、研究成果があった 

Ｃ：一定の研究成果があった 

Ｄ：研究成果があったとは言い難い 


